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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投稿情報を含む行動履歴情報を、ユーザを識別するユーザ識別情報に関連付けて記憶す
るユーザ行動履歴記憶手段と、
　前記ユーザ行動履歴記憶手段が記憶した前記行動履歴情報から、所定の前記投稿情報と
同一の前記ユーザ識別情報が関連付けられ、当該投稿情報以前の前記行動履歴情報を抽出
する投稿前行動抽出手段と、
　前記投稿前行動抽出手段が抽出した前記行動履歴情報と、前記投稿情報が不正投稿であ
るか否かを判定するための投稿信用条件とに基づいて、前記投稿情報の信頼性を評価する
投稿前行動評価手段と、
を備え、
　前記投稿前行動評価手段は、行動の順序を判定項目として含む前記投稿信用条件に基づ
いて前記投稿情報の信頼性を評価する投稿情報評価装置。
【請求項２】
　投稿情報を含む行動履歴情報を、ユーザを識別するユーザ識別情報に関連付けて記憶す
るユーザ行動履歴記憶手段と、
　前記ユーザ行動履歴記憶手段が記憶した前記行動履歴情報から、所定の前記投稿情報と
同一の前記ユーザ識別情報が関連付けられ、当該投稿情報以前の前記行動履歴情報を抽出
する投稿前行動抽出手段と、
　前記投稿前行動抽出手段が抽出した前記行動履歴情報と、前記投稿情報が不正投稿であ
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るか否かを判定するための投稿信用条件とに基づいて、前記投稿情報の信頼性を評価する
投稿前行動評価手段と、
を備え、
　前記投稿前行動評価手段は、検索回数が所定回数以上であること、ページ参照回数が所
定回数以上であること、地図の閲覧を行ったこと、電車乗降数が所定回数以上であること
、決済回数が所定回数以上であることのいずれか一つまたは複数を判定項目として含む前
記投稿信用条件に基づいて前記投稿情報の信頼性を評価する投稿情報評価装置。
【請求項３】
　ユーザの端末に通信可能に接続された投稿情報評価装置が、
　投稿情報を含む行動履歴情報を、ユーザを識別するユーザ識別情報に関連付けて記憶す
るユーザ行動履歴記憶ステップと、
　前記ユーザ行動履歴記憶ステップにおいて記憶した前記行動履歴情報から、所定の前記
投稿情報と同一の前記ユーザ識別情報が関連付けられ、当該投稿情報以前の前記行動履歴
情報を抽出する投稿前行動抽出ステップと、
　前記投稿前行動抽出ステップが抽出した前記行動履歴情報と、前記投稿情報が不正投稿
であるか否かを判定するための投稿信用条件とに基づいて、前記投稿情報の信頼性を評価
する投稿前行動評価ステップと、
を備え、
　前記投稿前行動評価ステップは、行動の順序を判定項目として含む前記投稿信用条件に
基づいて前記投稿情報の信頼性を評価する投稿情報評価方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投稿情報評価装置及び投稿情報評価方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ウェブページに表示された地図からエリア選択を受け付け、選択されたエリ
ア内の店舗情報を表示するサービスがある（特許文献１参照）。あるいは、地図サービス
を伴わないものも含めて、店舗に対するユーザからの評価等を含む投稿情報を受け付けて
集計し、当該投稿情報の数、投稿情報に含まれる評価の高低等によってランク付けを行う
サービスがある。このようなサービスにより、ユーザは、店舗側が提供する情報や広告と
は異なり、実際に店舗を利用したユーザの視点に基づいて提供される投稿情報や評価を頼
りに、店舗の探索や選定を行うことが可能になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００８－５４６０８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のように、店舗についてユーザからの投稿情報や評価を表示したり
、ランク付けを行うサービスにおいて、ウェブページ上に特定の店舗について有利な投稿
情報を表示させたり、ランキングにおいて特定の店舗を上位に表示させるために、実際に
は店舗に行っていないにもかかわらず、実際に行ったかのように見せかけてウェブページ
に投稿を行う不正行為が発生する場合がある。このような投稿の不正行為が行われると、
ウェブページに事実とは異なる投稿情報が表示されたり、表示されるランキングが影響を
受けたりすることになり、当該ウェブページの信頼性が低くなってしまい、上述したよう
な投稿情報に基づく店舗情報の提供の目的を達成することができない。このため、不正行
為による投稿情報を抑制する必要がある。
【０００５】
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　しかし、投稿情報の内容自体は通常の投稿と見分けがつかない場合もあり、不正行為に
よる投稿であるかについて判断することは困難な場合もある。このため、投稿情報の内容
の分析のみでは信頼性を評価できない場合においても、投稿情報の信頼性を正確に評価で
きる投稿情報評価装置及び投稿情報評価方法の出現が望まれている。
【０００６】
　本発明は、このような問題点を解決し、投稿情報が不正行為によるものか否かの信頼性
をより正確に評価することを可能にした投稿情報評価装置及び投稿情報評価方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するため、本発明は、次に記載する構成を備えている。
【０００８】
　（１）　ユーザの端末に通信可能に接続され、当該ユーザの端末から送信される投稿情
報の信頼性を評価する投稿情報信頼性評価装置であって、投稿情報を含む行動履歴情報を
、順次ユーザを識別するユーザ識別情報に関連付けて記憶するユーザ行動履歴記憶手段と
、前記ユーザ行動履歴記憶手段が記憶した前記行動履歴情報から、所定の前記投稿情報に
ついて、当該所定の前記投稿情報に関連付けられた前記ユーザ識別情報と同一のユーザ識
別情報に関連付けられた、それ以前の所定の前記行動履歴情報を抽出する投稿前行動抽出
手段と、前記投稿前行動抽出手段により抽出された前記行動履歴情報と、予め記憶した、
前記投稿情報が不正投稿であるか否かを判定するための投稿信用条件とに基づいて、前記
投稿情報の信頼性を評価する投稿前行動評価手段と、を備える投稿情報評価装置。
【０００９】
　（１）の投稿情報評価装置によれば、投稿情報を受け付けた際に、ユーザの端末から、
例えばＣｏｏｋｉｅ等によってユーザの端末に記憶されている行動履歴情報を取得する。
そして、その投稿以前にユーザがどのような行動をとったかを分析して、信頼性を評価す
る。具体的には、所定のサイトへの投稿以前にユーザが同じ所定のサイトに何度も投稿し
ている場合には、その投稿が不正投稿である可能性が高いとして、信頼性低と評価する。
あるいは、ネットショッピングを提供するショッピングサイトの投稿前に当該ショッピン
グサイトにおいて商品購入を行っている場合には、その投稿が不正投稿である可能性が低
いとして、信頼性高と評価する。これにより、投稿情報の内容の分析のみでは信頼性を評
価できない場合においても、投稿前の行動履歴情報に基づいて当該投稿情報の信頼性を正
確に評価することが可能になる。
【００１０】
　（２）　前記投稿前行動評価手段は、前記投稿信用条件の判定項目に該当する行動の順
序に基づいて前記投稿情報の信頼性を評価する（１）に記載の投稿情報評価装置。
【００１１】
　（２）の投稿情報評価装置によれば、その投稿以前に当該ユーザがとった行動の順序を
分析して、信頼性を評価する。このことにより、ユーザ行動履歴記憶手段に記憶した投稿
前の行動履歴情報の順序も加味して、投稿情報の信頼性の評価をより精度良く行うことが
可能となる。例えば、店舗検索を行ってから店舗の最寄り駅の改札を通過した後に当該店
舗の投稿を行った場合には、実際に来店した可能性が高いとして当該投稿の信頼性を高と
判断することができる。
【００１２】
　（３）　ユーザの端末に通信可能に接続された投稿情報評価装置が当該ユーザの端末か
ら送信される投稿情報の信頼性を評価する投稿情報信頼性評価方法であって、前記投稿情
報評価装置が、投稿情報を含む行動履歴情報を、順次ユーザを識別するユーザ識別情報に
関連付けて記憶するユーザ行動履歴記憶ステップと、前記ユーザ行動履歴記憶ステップに
おいて記憶した前記行動履歴情報から、所定の前記投稿情報について、当該所定の前記投
稿情報に関連付けられた前記ユーザ識別情報と同一のユーザ識別情報に関連付けられた、
それ以前の所定の前記行動履歴情報を抽出する投稿前行動抽出ステップと、当該投稿前行
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動抽出ステップにより抽出された前記行動履歴情報と、予め記憶した、前記投稿情報が不
正投稿であるか否かを判定するための投稿信用条件とに基づいて、前記投稿情報の信頼性
を評価する投稿前行動評価ステップと、を実行する投稿情報評価方法。
【００１３】
　（３）の方法によれば、（１）の投稿情報評価装置と同様の効果を奏する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ユーザが、端末を使用してウェブ上に所定の投稿を行った場合に、そ
の投稿以前にどのような行動を行ったかを分析して、信頼性を評価している。このため、
投稿情報の内容の分析のみでは信頼性を評価できない場合においても、投稿情報が不正行
為によるものか否かの信頼性を正確に評価することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態に係る投稿情報評価装置の機能概要を示す図である。
【図２】本実施形態に係るユーザ行動ログＤＢを示す図である。
【図３】本実施形態に係る投稿信用条件ＤＢを示す図である。
【図４】本実施形態に係る投稿信頼性評価ＤＢを示す図である。
【図５】投稿情報評価装置が行う処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について図を参照しながら説明する。
【００１７】
　［機能構成］
　図１は、本実施形態に係る投稿情報評価装置の機能概要を示す図である。投稿情報評価
装置１は、ユーザ端末１００にインターネット等の通信回線を介して通信可能に接続され
、ユーザ端末１００から送られた投稿情報が不正行為によるものか否かの信頼性の評価を
行う機能を有するサーバである。
【００１８】
　本実施形態は、コンピュータ（投稿情報評価装置１及びユーザ端末１００）及びその周
辺装置に適用される。本実施形態における各部は、コンピュータ及びその周辺装置が備え
るハードウェア並びに当該ハードウェアを制御するソフトウェアによって構成される。
【００１９】
　上記ハードウェアには、制御部としてのＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）の他、記憶部、通信装置、表示装置及び入力装置が含まれる。記憶部とし
ては、例えば、メモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＯＭ：
Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ等）、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ：Ｈａｒｄ　
Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）及び光ディスク（ＣＤ：Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ、ＤＶＤ：Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ等）ドライブが挙げられる。通信装置とし
ては、例えば、各種有線及び無線インターフェース装置が挙げられる。表示装置としては
、例えば、液晶ディスプレイやプラズマディスプレイ等の各種ディスプレイが挙げられる
。入力装置としては、例えば、キーボード及びポインティング・デバイス（マウス、トラ
ッキングボール等）が挙げられる。
【００２０】
　上記ソフトウェアには、上記ハードウェアを制御するコンピュータ・プログラムやデー
タが含まれる。コンピュータ・プログラムやデータは、記憶部により記憶され、制御部に
より適宜実行、参照される。また、コンピュータ・プログラムやデータは、通信回線を介
して配布されることも可能であり、ＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ可読媒体に記録して配
布されることも可能である。
【００２１】
　投稿情報評価装置１は、本実施形態の機能を実行するプログラム（図示省略）等を記憶
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する記憶部１３と、投稿情報評価装置１に係る各機能を統括的に制御する制御部１４と、
を備える。
【００２２】
　記憶部１３は、上述の各種プログラムの他に、ユーザ行動履歴記憶手段としてのユーザ
行動ログＤＢ１３１と、投稿信用条件ＤＢ１３２と、投稿信頼性評価記憶手段としての投
稿信頼性評価ＤＢ１３３と、を備える。ユーザ行動ログＤＢ１３１は、行動履歴情報をユ
ーザＩＤに関連付けた情報を記憶する。投稿信用条件ＤＢ１３２は、投稿情報が不正投稿
であるか否かを判定するための投稿信用条件を、予め記憶する。投稿信頼性評価ＤＢ１３
３は、投稿情報の評価結果を記憶する。
【００２３】
　制御部１４は、受付手段１４１と、行動履歴情報取得手段１４２と、行動履歴情報記憶
制御手段１４３と、投稿前行動抽出手段１４４と、投稿前行動分析手段１４５と、投稿前
行動評価手段１４６と、Ｗｅｂページ生成手段１４７と、を備える。
【００２４】
　受付手段１４１は、ユーザ端末１００から各種の情報を受け付ける。各種の情報には、
投稿情報や、ユーザＩＤやパスワード等の認証情報、ウェブサイト内のリンクのクリック
ログ等がある。また、ユーザ端末１００が携帯端末の場合には、携帯端末の電子マネー決
済機能を使用した際の決済相手及び決済の付随情報が各種の情報に含まれる。
【００２５】
　行動履歴情報取得手段１４２は、ユーザの行動履歴情報を取得する。例えば、受付手段
１４１がユーザＩＤやパスワード等の認証情報を受け付け、ユーザ端末１００のアクセス
を許可した場合に、行動履歴情報取得手段１４２は、ユーザ端末１００に保存されている
Ｃｏｏｋｉｅ情報を行動履歴情報として取得する。ここで、Ｃｏｏｋｉｅ情報とは、ユー
ザ端末１００が所定のＷｅｂサイトに初めてアクセスしたときに、そのＷｅｂサイトのサ
ーバがユーザ端末１００の記憶部に保存する情報（例えばＩＤ番号）のことである。更に
、行動履歴情報取得手段１４２は、ユーザＩＤによって特定されたユーザ端末１００が操
作されることで、ユーザ端末１００のＷｅｂサイトへのアクセスを行動履歴情報として取
得する。
【００２６】
　行動履歴情報記憶制御手段１４３は、行動履歴情報取得手段１４２が取得した行動履歴
情報を、ユーザＩＤに関連付けてユーザ行動ログＤＢ１３１に順次記憶する。
【００２７】
　投稿前行動抽出手段１４４は、受付手段１４１が投稿情報を受け付けた場合に、ユーザ
行動ログＤＢ１３１から当該投稿を行ったユーザのユーザＩＤに対応する行動履歴情報を
抽出する。具体的に、投稿前行動抽出手段１４４は、受付手段１４１が投稿情報を受け付
けた場合に、それ以前の所定期間分の行動履歴情報を抽出する。所定期間としては、前回
の投稿から今回の投稿までの期間、今回の投稿から１日前まで遡った期間、今回の投稿か
ら遡って２０件分前の行動履歴情報までの期間等が設定可能である。
【００２８】
　投稿前行動分析手段１４５は、投稿前行動抽出手段１４４が抽出した行動履歴情報に基
づいて、ユーザＩＤで特定される投稿者が所定期間内にどのような行動をとっていたかを
分析する。具体的には、投稿前行動分析手段１４５は、投稿信用条件ＤＢ１３２に予め記
憶されている投稿信用条件に該当する行動の回数や、行動の順序の有無を求める。
【００２９】
　投稿前行動評価手段１４６は、投稿前行動分析手段１４５による分析結果と、投稿信用
条件ＤＢ１３２に予め記憶されている投稿信用条件とに基づいて、受付手段１４１が投稿
情報を受け付ける毎に、当該投稿情報の信頼性を評価する。
【００３０】
　具体的には、投稿前行動評価手段１４６は、投稿前行動分析手段１４５による分析結果
に基づいて、投稿者の投稿前の行動に不自然な行動があるか否かを判定する。例えば、投
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稿者が所定のサイトへ評価対象の投稿情報を送る以前の所定期間に、同じ所定のサイトに
対して所定数以上の投稿を行っているか否か、あるいは投稿者が所定時間よりも短い時間
間隔で連続して投稿を行っているか否かを判定する。
【００３１】
　そして、投稿前行動評価手段１４６は、このような条件を満たしていると判定した場合
に、投稿情報の信頼性が低いと評価する。一方で、投稿前行動評価手段１４６は、当該条
件を満たしていると判定しない場合には、投稿信用条件ＤＢ１３２に予め記憶されている
投稿信用条件を参照して、投稿前行動分析手段１４５による分析結果の中に投稿信用条件
を満たすものが含まれているか否かを判定する。投稿前行動評価手段１４６は、投稿信用
条件を満たすものが含まれていると判定した場合に、投稿情報の信頼性が高いと評価する
。また、投稿前行動評価手段１４６は、投稿信用条件を満たすものが含まれていないと判
定した場合に、投稿情報の信頼性が中程度と評価する。なお、本実施形態においては、投
稿前行動評価手段１４６が、投稿情報の信頼性を信頼性低、信頼性中又は信頼性高の３段
階で評価しているが、それ以上の段階で評価してもよい。
【００３２】
　また、投稿前行動評価手段１４６は、投稿情報の評価を行う際に、投稿信頼性評価ＤＢ
１３３を参照して、過去において投稿情報の信頼性が低いと評価された投稿に対応するユ
ーザＩＤの中に、評価対象の投稿情報を送った投稿者のユーザＩＤが含まれているか否か
を判定する。そして、投稿前行動評価手段１４６は、ユーザＩＤが含まれていると判定し
た場合、すなわち、投稿者が過去において信頼性低いという評価を受けた投稿を行ってい
る場合には、当該投稿情報を信頼性低と評価する。なお、投稿前行動評価手段１４６は、
投稿情報の評価結果を投稿信頼性評価ＤＢ１３３に記憶してもよい。
【００３３】
　Ｗｅｂページ生成手段１４７は、Ｗｅｂサイトを構成するＷｅｂページを生成する。こ
のＷｅｂサイトは、Ｗｅｂページ生成手段１４７によって生成される複数のＷｅｂページ
によって、店舗に対するユーザからの評価等を含む投稿情報を受け付けて集計し、当該投
稿情報の数、投稿情報に含まれる評価の高低等によってランク付けを行うサービスを提供
する。Ｗｅｂページ生成手段１４７は、受付手段１４１がユーザ端末１００からの閲覧要
求を受け付けた場合に、要求されたＷｅｂページを作成して、ユーザ端末１００に送信す
る。
【００３４】
　［ＤＢの説明］
　図２は、本実施形態に係るユーザ行動ログＤＢを示す図である。ユーザ行動ログＤＢ１
３１は、ユーザ（投稿者）を識別するユーザＩＤと、ユーザＩＤによって特定された投稿
者の行動履歴情報とを関連付けて記憶している。行動履歴情報は、行動情報、内容情報及
び時間情報からなる。例えば、図２において、最上位に記載されているものは、行動情報
が「投稿」、内容情報が「ｈｔｔｐ：／／・・」、時間情報が「２０１１年４月１日午後
１２時００分」という行動履歴情報が、ユーザＩＤ「Ａ」に関連付けられている。この行
動履歴情報から、例えば、投稿者が、２０１１年４月１日午後１２時０５分に「ｈｔｔｐ
：／／・・」へ投稿する以前の、「２０１１年４月１日午後１２時００分」の時点で「ｈ
ｔｔｐ：／／・・」へ投稿を行っていた、ということが分かる。なお、行動情報としては
「投稿」の他にも、「検索」、「Ｗｅｂページの閲覧」、「地図検索」、「商品購入」、
「改札通過」といったものが記憶される。内容情報としては、閲覧中のＷｅｂページのＵ
ＲＬ、店舗検索、Ｗｅｂ検索、駅名といったものが記憶される。
【００３５】
　図３は、本実施形態に係る投稿信用条件ＤＢを示す図である。投稿信用条件ＤＢ１３２
は、投稿情報が不正投稿ではないと判定するための条件を、条件ＩＤに関連付けて記憶し
ている。具体的に、図２において、条件ＩＤ「００１」には、検索回数１５回、ページ参
照回数３０回という条件が関連付けられている。ここで、不正投稿を行う者は検索やペー
ジ参照を頻繁に繰り返すことが少ないことから、検索回数、ページ参照回数が所定値を越
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えた場合には、投稿情報の信頼性が高いと判定することが可能である。また、条件ＩＤ「
００７」には、店舗カテゴリ検索、店舗ページ参照、店舗周辺地図閲覧の順番でユーザが
行動していたという条件が関連付けられている。この場合には、投稿前に、店を探してい
るという一連の行動がみられることから投稿情報の信頼性が高いと判定することが可能で
ある。
【００３６】
　図４は、本実施形態に係る投稿信頼性評価ＤＢを示す図である。投稿信頼性評価ＤＢ１
３３は、投稿情報の評価結果を投稿ＩＤに関連付けて記憶する。評価結果は、信頼性、投
稿情報の対象となった店舗の識別情報（店舗ＩＤ）及びユーザＩＤ等からなる。
【００３７】
　次に、投稿情報の信頼性評価について具体的に説明する。
　図２において、ユーザＩＤ「Ａ」から４月１日１２時１１分に受け付けた投稿情報を評
価する場合、投稿前行動抽出手段１４４は、それ以前の行動履歴情報を抽出する。ここで
、図２に示すように、投稿者は、４月１日１２時１１分に投稿を行う以前に、１２時００
分及び１２時０５分に投稿を行っている。このように短時間で投稿を繰り返し行っている
場合には、投稿信頼性評価ＤＢ１３３によって、ユーザＩＤ「Ａ」から４月１日１２時１
１分に受け付けた投稿情報は、信頼性低と評価される。そして、投稿信頼性評価ＤＢ１３
３の評価結果は、例えば、投稿ＩＤ「００００２」に関連付けられて、図４に示すように
投稿信頼性評価ＤＢ１３３に記憶される。
【００３８】
　なお、ユーザＩＤ「Ａ」の投稿者からは、４月１日１２時１１分及び４月３日２２時０
０分に投稿が行われているが、ユーザＩＤ「Ａ」の投稿者は過去に信頼性低と評価された
投稿を行っているため、４月３日２２時００分の投稿は信頼性低と評価される。更に、こ
の評価結果が、例えば、投稿ＩＤ「００００４」に関連付けられて、図４に示すように投
稿信頼性評価ＤＢ１３３に記憶される。
【００３９】
　また、図２において、投稿前行動抽出手段１４４は、ユーザＩＤ「Ｂ」の投稿者から４
月２日２１時３０分に受け付けた投稿情報を評価する場合、それ以前の行動履歴情報を抽
出する。ここで、図２に示すように、ユーザＩＤ「Ｂ」の行動履歴情報には、投稿前にお
いて、店舗検索、ページ閲覧、地図検索という、図３の投稿信用条件ＤＢ１３２における
条件ＩＤ「００７」の条件を満たす内容が含まれている。更に、ユーザＩＤ「Ｂ」の行動
履歴情報には、商品購入や改札通過といった行動をしているため、図３の投稿信用条件Ｄ
Ｂにおける条件ＩＤ「００５」、「００６」の条件を満たす内容が含まれている。このよ
うな場合には、店舗検索を行ってから店舗の最寄り駅の改札を通過した後に、投稿を行っ
ていることから、実際に来店した可能性が高いと判断することができる。このため、ユー
ザＩＤ「Ｂ」の投稿者による、４月２日２１時３０分に受け付けた投稿情報は、投稿信頼
性評価ＤＢ１３３によって信頼性高と評価される。そして、投稿信頼性評価ＤＢ１３３の
評価結果は、例えば、投稿ＩＤ「００００３」に関連付けられて、図４に示すように投稿
信頼性評価ＤＢ１３３に記憶される。
【００４０】
　また、図２において、投稿前行動抽出手段１４４は、ユーザＩＤ「Ｃ」の投稿者から４
月３日２２時３０分に受け付けた投稿情報を評価する場合、それ以前の行動履歴情報を抽
出する。ここで、図２に示すように、ユーザＩＤ「Ｃ」の行動履歴情報には、投稿が短時
間に繰り返し行われておらず、投稿信用条件ＤＢ１３２の条件を満たす内容が含まれてい
ない。このような場合には、投稿情報は信頼性中と評価される。したがって、投稿信頼性
評価ＤＢ１３３によって、ユーザＩＤ「Ｃ」の投稿者による４月３日２２時３０分に受け
付けた投稿情報は、信頼性中と評価される。そして、投稿信頼性評価ＤＢ１３３の評価結
果は、例えば、投稿ＩＤ「００００５」に関連付けられて、図４に示すように投稿信頼性
評価ＤＢ１３３に記憶される。
【００４１】
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　なお、このような評価は、上述の実施形態では投稿信用条件ＤＢ１３２に記憶した条件
の一致により行うこととしているが評価の手法はこれに限られず、このような条件との距
離の近さ（すなわち条件の満足度）等によりスコアを計算することとしてもよい。具体的
には例えば、検索回数１５回を超えたら信頼度高という評価ではなく、５回や１０回の場
合にも距離の近さ（回数の差の少なさ）に応じてある程度の信頼度評価を行うこともでき
る。また、順序の評価においても、条件となっている順序のうち一部が欠けている場合に
おいてもその距離の近さ（欠けているステップの数の少なさや重要度の低さ）に応じてあ
る程度の評価を行うこともできる。
【００４２】
　また、本実施形態の投稿情報評価装置１によれば、投稿前の行動履歴情報に基づいて投
稿情報の信頼性を評価しているが、他の投稿者の行動履歴情報と比較することによって、
投稿情報の信頼性を評価することも可能である。例えば、上述の実施形態において、投稿
情報評価装置１が、受け付けた投稿情報を信頼性中と評価した場合、更に、以前に信頼度
高と評価された投稿を行った他の投稿者の行動履歴情報を読み出し、投稿者の行動履歴情
報と他の投稿者の行動履歴情報とを比較して、特異な行動が含まれているか否かを判定す
る。そして、特異な行動が含まれていると判定した場合に、投稿情報は信頼度低と評価し
、特異な行動が含まれていると判定しない場合に信頼度中とすることも可能である。
【００４３】
　図５を参照して、投稿情報評価装置１が行う処理について説明する。図５は、投稿情報
評価装置１が行う処理のフローチャートである。
【００４４】
　ステップＳ１において、投稿情報評価装置１の制御部１４は、ユーザ端末１００から情
報を受信したか否かを判定し、情報を受信したと判定した場合にはステップＳ２に処理を
移し、情報を受信しないと判定した場合にはステップＳ１に処理を移す。
【００４５】
　ステップＳ２において、投稿情報評価装置１の制御部１４（受付手段１４１）は、ステ
ップＳ１で受信した情報が、投稿情報であるか否かを判定し、投稿情報であると判定した
場合には、ステップＳ３に処理を移す。投稿情報ではないと判定した場合には、ステップ
Ｓ８に処理を移す。
【００４６】
　ステップＳ３において、投稿情報評価装置１の制御部１４（行動履歴情報取得手段１４
２）は、行動履歴情報を取得する処理を行う。
【００４７】
　ステップＳ４において、投稿情報評価装置１の制御部１４（行動履歴情報記憶制御手段
１４３）は、行動履歴情報をユーザ行動ログＤＢ１３１に順次記憶する処理を行う。
【００４８】
　ステップＳ５において、投稿情報評価装置１の制御部１４（投稿前行動抽出手段１４４
）は、受付手段１４１が受け付けた投稿情報のユーザＩＤに対応する行動履歴情報をユー
ザ行動ログＤＢ１３１から抽出する処理を行う。
【００４９】
　ステップＳ６において、投稿情報評価装置１の制御部１４（投稿前行動分析手段１４５
）は、ステップＳ５において抽出された行動履歴情報を分析し、投稿信用条件ＤＢ１３２
に予め記憶されている投稿信用条件に該当する行動の回数や、行動の順序の有無を求める
処理を行う。
【００５０】
　ステップＳ７において、投稿情報評価装置１の制御部１４（投稿前行動評価手段１４６
）は、投稿前行動分析手段１４５による分析結果と、投稿信用条件ＤＢ１３２に予め記憶
されている投稿信用条件とに基づいて、投稿情報の信頼性を評価する処理を行う。制御部
１４は、この処理が終了すると、本フローチャートに示す処理を終了する。
【００５１】
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　ステップＳ８において、投稿情報評価装置１の制御部１４は、ユーザ端末１００からの
受信内容に対応する処理を行う。制御部１４は、この処理が終了すると、本フローチャー
トに示す処理を終了する。
【００５２】
　以上、説明したように、本実施形態の投稿情報評価装置１によれば、投稿情報を受け付
けた際に、ユーザ端末１００から、例えばＣｏｏｋｉｅ等によってユーザ端末１００に記
憶されている行動履歴情報を取得したり、Ｗｅｂサイト内の行動情報を取得することによ
って、行動履歴情報を取得する。そして、その投稿以前にユーザがどのような行動をとっ
たかを分析して、信頼性を評価する。具体的には、所定のサイトへの投稿以前にユーザが
同じ所定のサイトに何度も投稿している場合には、その投稿が不正投稿である可能性が高
いとして、信頼性低と評価する。あるいは、ネットショッピングを提供するショッピング
サイトの投稿前に当該ショッピングサイトにおいて商品購入を行っている場合には、その
投稿が不正投稿である可能性が低いとして、信頼性高と評価する。
【００５３】
　このように、本実施形態の投稿情報評価装置１によれば、投稿情報の内容から投稿情報
の信頼性を求めるのではなく、投稿者が端末を使用してウェブ上に所定の投稿を行った場
合に、その投稿以前にどのような行動を行ったかを分析して、信頼性を評価している。こ
のため、投稿情報の内容の分析のみでは信頼性を評価できない場合においても、投稿情報
が不正行為によるものか否かの信頼性を正確に評価することが可能になる。
【００５４】
　また、本実施形態の投稿情報評価装置１によれば、以前に信頼性が低い投稿であると評
価された投稿情報に付されたユーザＩＤの投稿者からの投稿情報については、信頼性が低
いと評価する。これにより、ウェブページの信頼性を維持することが可能となる。
【００５５】
　また、本実施形態の投稿情報評価装置１によれば、投稿前行動評価手段１４６が、投稿
信用条件ＤＢ１３２に記憶されている投稿信用条件に対応する、行動の回数に基づいて投
稿情報の信頼性を評価する。不正投稿が行われている場合には、例えば、短時間に、特定
のサイトに対して複数回投稿している場合が多いことから、特定サイトへの投稿が多い場
合には、不正投稿である可能性が高いと評価することができる。また、不正投稿を行って
いるとは考えにくい行動を１回でも行っている場合には、不正投稿である可能性が低いと
評価することができる。このように、行動の回数を、投稿の信頼性を評価するための条件
とすることが可能になる。
【００５６】
　また、本実施形態の投稿情報評価装置１によれば、複数の行動の順序に基づいて投稿情
報の信頼性を評価する。正規に投稿が行われている場合には、その投稿が行われる前に、
特定の順序の操作を行っている場合が多いことから、当該順序を検出した場合には、不正
投稿ではない可能性が高いと評価することができる。例えば、店舗検索を行ってから店舗
の最寄り駅の改札を通過した後に当該店舗の投稿を行った場合には、実際に来店した可能
性が高いとして、当該投稿の信頼性を高と判断することができる。このように、ユーザ行
動履歴記憶手段に記憶した投稿前の行動履歴情報の順序も加味することにより、投稿情報
の信頼性の評価をより精度良く行うことが可能となる。
【００５７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上述した実施形態に限るもの
ではない。例えば、上述した実施形態においては、ユーザＩＤ、パスワードによる認証を
行うことによってユーザＩＤを取得しているが、それに限らず、Ｃｏｏｋｉｅ情報に含ま
れるユーザ端末１００に付されるＩＤを、ユーザＩＤとして利用してもよい。これにより
、ユーザＩＤ、パスワードによる認証がないＷｅｂサイトにおける、投稿によるランク付
けサービスにおいて、不正投稿を抑えることが可能になる。
【符号の説明】
【００５８】



(10) JP 5209089 B2 2013.6.12

10

　　１　投稿情報評価装置
　１３　記憶部
　１４　制御部
１００　ユーザ端末
１４１　受付手段
１４２　行動履歴情報取得手段
１４３　行動履歴情報記憶制御手段
１４４　投稿前行動抽出手段
１４５　投稿前行動分析手段
１４６　投稿前行動評価手段
１４７　Ｗｅｂページ生成手段

【図１】 【図２】
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【図５】
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